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図 1 放課後児童対策の変遷  
出典：三根佳祐（ 2011）『わが国における放課後児童対策の展開』大阪経大論集・第 62









にあわせて実施されている（表 1）。  
 
表１  子どもの放課後支援の取り組み  














































出典：社会保障審議会児童部会  放課後児童対策に関する専門委員会（ 2018）『総合的な放
課後児童対策に向けて』参考資料 3 を一部改変。  
 
厚生労働省（ 2019）によると、学童保育の実施数は 25,881 か所（前年比 553
















第 2節  児童館の概要と独自性  
 放課後支援がさまざまな事業形態による拡充が進められてきたなかで、児童
館はその中心的な役割を担ってきた。児童館の歴史は、1947（昭和 22）年の児




児童センター（大型児童センター）、大型児童館（ A 型、 B 型）の 5 つの種類に
分けられている（表 2）。  
 

























































では、児童館の特性として以下の 3 点があげられている（表 3）。  
 
表 3 児童館の特性  





































表 4 児童館が持つ独自性  
児童館の独自性  内容  
















④  地域の拠点  子どもたちだけでなく、乳幼児の母親やボランティアな





















植木（ 2017）は、児童館における歴史的展開を 4 つに区分して整理している






表 5  児童館の健全育成における歴史的位置づけ  
児童館における健全育成  健全育成の概念  
Ⅰ期（ 1974～ 1962
年）  
非 行 児 童 か ら 一
般児童対策へ  
一般児童対策  
児 童福祉法 の「すべ て の児童を対 象」とす る 基
本理念を体 現する児 童 福祉施設と して法的 に 位
置づけら れ 、戦災孤 児 や浮浪児な どの救済 と 非





留 守 家 庭 児 童 対
策の追加  
留守家庭児童対策  
児童館数の 促進と 一 般 児童対策の 普及が進 め ら
れた。一方で、 1966 年に通知された「留守家庭
児童会育成 事業補助 要 綱」におい て、 学童 保 育
を 児 童 館 で 行 う 方 針 が 示 さ れ た こ と な ど に よ
り、児童館 が担って き た一般児童 対策の健 全 育






児童福祉 に おいて 家 庭 対策の強化 が図られ る な
か、健全育 成による 一 般児童対策 を行って い た
児童館にお いても家 庭 対策の役割 を求めら れ 、
地 域 の 子 育 て 支 援 の 中 心 的 な 役 割 が 期 待 さ れ
た。  
Ⅳ期（ 1994 年～） 
少 子 化 対 策 の 追
加  
少子化対策  
少子化対策 としての 次 世代育成や 子育て支 援 、
地域の子育 て支援の 拠 点など が児 童館の役 割 に
追加されて いく なか で 、健全育成 の 対象と な る
家庭は、「すべての子育て家庭」から「支援を必
要とする家 庭 」へと 選 別主義の要 素が強く な っ
た。  
出典：植木信一（ 2017）「児童館における健全育成概念の変遷」人間生活学研究 ,第 8 号 ,

























1990 年代以降は、いわゆる「 1.57 ショック」によって児童福祉施策は少子化









































第 1 節  児童館における保育の特徴とソーシャルワーク機能  
































では「養護」と「教育」を一体とした支援について表 6 のように示されている。  
 
表 6 児童館ガイドラインで記載されている養護と教育の一体的支援  
児童館の役割・機能  児童厚生員に求められる支援  




















アレ ル ギ ー疾 患 の ある 子ど も の 利用 に あ たっ て
は、保護者と協力して適切な配慮に努める。  
・感染症対策  
感染 症 の 発生 状 況 につ いて 情 報 収集 し 予 防に 努
める。必要に応じて、市町村や保健所に連絡し二
次感染を防ぐ。  
④ 子 ど も と 子 育 て 家 庭 が 抱 え る
可能性のある課題の発生予防・早
期発見と対応  










⑥ 子 ど も の 育 ち に 関 す る 組 織 や
人とのネットワークの推進  
子ど も の 育 ち に 関 する 組織 や 人 との ネ ッ トワ ー
クの中心となり、地域の子どもを健全に育成する
拠点としての役割を担う。そのため、ボランティ
ア団 体 や 地域 組 織 活動 と連 携 し 地域 で 支 え合 う
環境づくりに協力することが求められる。  































図 2 児童館の環境から見た保育特性  
出典：金子恵美（ 2008）「保育所における家庭支援－新保育所保育指針の理論と実践－」  





















































































































図 3 児童館におけるソーシャルワーク機能  
出典：八重樫牧子（ 2012）『児童館の子育ち・子育て支援－児童館施策の動向と実践評


































図 4 子どもの年齢層からみたソーシャルワークの実践範囲  
筆者作成  
 











































































第 1節  調査概要  
（ 1）調査目的と調査方法  
 本調査の目的は、児童館職員が日常の支援活動において、認識している困難
さはどのような場面で生じているのかそのプロセスを明らかにすることである。 
 本調査の協力者は、近畿圏内にある Y 市と Z 市にある児童館の 2 か所、各児















から調査を実施した。調査期間としては、2020 年 8 月 18 日 Y 市の児童館、2020
年 8 月 27 日 Z 市の児童館にインタビュー調査を行った。  
 
（ 2）分析方法  
 本研究では、半構造化インタビューで得られたデータを逐語録化し  質的研究
の手法の一つである修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（ Modified 
Grounded Theory Approach;以下、 M-GTA）を参考に分析した。 M-GTA は、木下
康仁が提唱した研究法であり、「データの解釈から説明力のある概念の生成を行
い、そうした概念の関係性を高め、まとまりのある理論を創る方法」である（木
下 2007a： 35）。また、木下は M-GTA の特性を 7 項目述べており、①グラウンデ





（ grounded on data）分析をするためのコーディング法を独自開発、⑤【研究
する人間】の視点を重視、⑥面接型調査に有効に活用できる、⑦解釈の多重的




（木下 2003： 89-91）。  



















表 7 分析ワークシート  
概念名  ※転記した具体例を束ねる概念  
定義  ※転記した箇所の解釈  
具体例 (ヴァリエーション ) ※逐語録から意味のある箇所を転記  
理論的メモ  ※アイデアや疑問など解釈作業で「感じたこ
と」「気づいたこと」「考えたこと」を記入  
出 典 ： 木 下 康 仁 (2020)「 定 本  M-GTA  実 践 の 理 論 化 を め ざ す 質 的 研 究 方 法 論 」 医 学 書
院 ,p113-115 を基に作成  
註 8：※＝記述する内容  
 
（ 3）分析の手順  



























表 8 データ分析のプロセス  




④ 浮 上 概 念 お よ び 抽 出 カ テ ゴ リ ー の










スーパーバイザー（第三者）との検討 /修正  
⑤最終的なカテゴリーの決定化  
⑥概念およ びカテ ゴリ ーを用いて ストーリ ー を
作成  






析を通して－」佐賀大学教育実践研究第 34 号 ,p.160 
 
（ 4）調査対象者  
 調査は、近畿圏内の Y 市にある児童館の館長の A 氏に依頼し、承諾を頂いた
後、そこで勤務する B 氏に声をかけていただき協力して頂いた。また、 Z 市の
児童館への依頼に関しては、 Y 市の児童館館長 A 氏からの紹介でご依頼に至っ
た。そして、そこに勤務する D 氏はＺ市の児童館館長Ｃ氏にお声がけしていた
だき協力して頂いた。なお、 4 名の基本的属性の概要は以下の表 9 の通りであ
る。  
 
表 9 調査協力者の基本的属性  
 Ｙ市  児童館  Ｚ市  児童館  
Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  
性別  男性  女性  男性  女性  
業種  館長  放課後児童支援員  館長  児童厚生員  





放課後児童支援員  社会福祉士  社会福祉士  
インタビュ
ー時間  
約 2 時間  約 1 時間  約 1 時間  約 1 時間  
 







を得て実施した（承認番号 19-44）。  
 
第 2節  M-GTA による分析  
（ 1）  概要とストーリーラインの作成  
 逐語録から分析ワークシートを用いて分析を行った結果 136 個の定義に基
づく発言セグメントが抽出され、 42 個の概念が形成された。また、似た意味






に基づいた結果図を作成した（図 5）。グループカテゴリーを＜  ＞、カテゴ
リーを〔  〕、概念を【  】、研究協力者の語りは「  」で示している。  
 
表 10 カテゴリー・概念一覧  
グ ル
ー プ  
カ テ ゴ












学 校 と 保
護 者 間 の
調停  
学 校 と 保 護




















て ど ー し た ら え え ん ？ っ て 思 わ ん ？ ず っ と 思 っ て ん ね









えない。（ A-38）   
5  
子 ど も を
介 し た 保
護 者 間 の
調停  
子 ど も の 問
題 か ら 発 展
し た 保 護 者
同 士 の ト ラ
ブ ル へ の 対








よ ね 。 お 互 い が 100%納 得 が 難 し い か も し れ な い け れ ど
も、お互いが前を向いて仲良くではないけれども解決に






児 童 館 活
動 と の サ
ポ ー テ ィ
ブ な 関 係
づくり  
児 童 館 活 動
を 行 う に あ
た っ て の 保
護 者 に 応 じ
た 距 離 間 を



















保 護 者 を
理 解 す る
過 程 で 生
じ る 分 か
りにくさ  
子 ど も の 事
象 に 対 す る
保 護 者 の 多
様 な 捉 え 方























子 ど も の
状 況 を 保
護 者 に 伝
え る 際 の
工夫  
子 ど も の 状
況 を 保 護 者

























障 害 の 疑
い が あ る
子 ど も の
保 護 者 対
応  
保 護 者 に 子
ど も の 障 害
に つ い て 伝












































うちらは何も言えない。（ α -113）   
他 機 関 を
紹 介 す る
際の配慮  
保 護 者 が 他
機 関 に ア ク













広 げ る 意 味 で も お 手 伝 い を す る よ う に し て い ま す ね 。













子 ど も へ
の 適 切 な
支 援 の た
め に 関 係
性 を 築 く
必要性  
子 ど も と の
人 間 関 係 を
築 か ず に 関










んで（ B-34）  
・私が困った時は、注意しても注意してもダメだった子
どもさんがいてて、それはやめてほしいと思った時に、
私ではダメなんだと思った時（ B-34）  
・私は、個人的には、人間関係を築けていないと注意し
たのに聞いてもらえなかった時は、どのようにアプロー
チしたらよかったのかってことは悩みました。（ B-70）  
・人間対人間の関わりなんで、きちんと、どれだけ相手
の立場になって考えられるかっていうのが大事なんかな
って思います。 (B-78)  
5  
子 ど も た
ち の 世 界
へ 介 入 す
る タ イ ミ
ング  
子 ど も た ち
の 世 界 に 大
人 が 介 入 す





界に）踏み込まなければならないところもある（ B-7）   
1  
学 童 期 の
子 ど も た
ち へ の 関
わ り 方 の
工夫  
子 ど も た ち
の 各 年 齢 に





は そ ん な に 根 が 深 い 物 で は な い か な と は 思 う ん で す け
ど、ただこっちも先入観をもたないで話を聞かないとい












子 ど も の
日 常 生 活
に 対 す る
情報収集  
子 ど も の 背
景 に あ る 生










には見えないんですけど、気になる時は、 12 時から 13














子 ど も か
ら の サ イ
ン を 見 極
め る 難 し
さ  
子 ど も が 発
し た サ イ ン
か ら 支 援 に
つ な げ る か












子 ど も の
ニ ー ズ に
対 す る 判
断 の 難 し
さ  
子 ど も が 直
面 し て い る
事 象 が 問 題
で あ る か 一
概 に 判 断 で











子 ど も の
自 発 性 を
促す支援  
子 ど も の ス
ト レ ン グ ス
を 評 価 す る























対 人 関 係
に づ く り
に 課 題 を
抱 え る 子
ど も へ の
支援  
コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン が
苦 手 な 子 ど




























(D-88)   
3  
学 習 面 に
課 題 を 抱
え る 子 ど
も へ の 補
完的支援  
子 ど も の 苦
手 な 事 象 を
遊 び の な か


























不 登 校 へ
の 支 援 に
お け る 解
決 の 不 確
実さ  
一 つ の 問 題
解 決 で 不 登
校 の 解 消 に
直 結 し な い







ますね。担任の先生が嫌とか、隣の子がいやだとか（ D-28）                                                     
・子どもに対して学校に行かないといけないよっ てこと
もこちらとしては、やっぱり言えないし。（ B-32）   
2  
児 童 館 支
援 の 対 象
か ら 外 れ
た 子 ど も
への支援  
児 童 館 の 対
象 年 齢 か ら













緒に連れていく。 (C-50)                                                                                                     
・誰がこれ Z 市とかはね。ユースサービス協会があって














危 機 的 状
況 の 子 ど
も を 継 続
し た 支 援
に つ な げ
る難しさ  
危 機 介 入 を
す る と 継 続
し た 子 ど も
へ の 支 援 が





ことは考えてます。 (α -90) 
・あのー、直接保護者に言ったら二度と行くなってなる
から、そしたら、ほんまに危ない時に助けられへんやん。
(α -92)  
2  
複 雑 な 家
庭 問 題 に
お け る 緊
迫 し た 場
面 で の 対
応  
神 経 を 注 ぐ























日 常 生 活
へ の ア プ
ロ ー チ に
対 す る 戸
惑い  
プ ラ イ バ シ
ー 要 素 が 多
い 事 象 の 取



























関 係 機 関
と の 意 見
の相違  
関 係 機 関 同
士 の 共 通 認
識 の 下 で 支



































はしてもらわないとあかんしって感じで。 (D-46)  
関 係 機 関
と 継 続 し
た 支 援 の
調整  
関 係 機 関 で
連 携 し た 支




















支援してる子のこと知ってる人が市 役所に 1 人しかいな
くて、もー無理やって思ってもっかい作り直さなあかん。









からな」ってだけ言う。その辺難しいねん。 (α -92)  
5  
協 力 者 同
士 の 異 な
る 意 見 の
調停  
協 力 者 同 士
の 意 見 の 不

























子 ど も の
見 守 り 体
制 に 対 す
る も ど か
しさ  
子 ど も が 管
理 さ れ す ぎ
て い る 現 状












ないと事故ると思ってるから。 (α -74)  
2  
小・中学校
区 内 で 児
童 を サ ポ
ー ト す る
体 制 の 未
確立  
学 校 内 に と
ど ま ら ず 地
域 の 課 題 に
も 対 応 で き
る 専 門 職 の
必要性  
・そうですね。すごい資源としてあるんだけれど、うま
く 連 動 す る に は コ ー デ ィ ネ ー タ ー み た い な 役 割 が 必 要
















Z 市 の 場 合 学 区 に 大 体 中 学 校 区 に 児 童 館 が あ っ て そ こ




ま ぁ 今 館 長 が し て る と こ ろ か な と 思 う ん で す け ど 。
(C-38)  
支 援 が 機
能 す る 地
域 の 人 的
ネ ッ ト ワ
ーク構築  
子 ど も の 支
援 が 機 能 す
る 人 的 ネ ッ

























関 係 機 関
と の 情 報
共有  
個 人 情 報 を
関 係 機 関 と






























児 童 館 活
動 を 記 録
す る 体 制
の脆弱さ  
児 童 館 職 員










てみたいな。（ A-67）  
・そう。昔は、ノートでした。なんでかって言ったら、
パートさんやから、 1 週間に一回とかし かこやんねん皆
んな。ってなると常に、対応する人が違うっていうとこ















継 続 し た
人材育成  
児 童 館 職 員
を 継 続 し て






















いからその辺は難しかったです。（ α -119）                     
3  
児 童 館 職
員 の シ フ
ト調整  
勤 務 体 系 が
異 な る 児 童
館 職 員 の シ










だな。 130 万円の壁だ。（ α -19）   
2  
家 庭 問 題
へ の 支 援
時 に お け
る 職 員 間
の 役 割 分
担 の 曖 昧
さ  
児 童 館 職 員
の 家 庭 問 題
に 介 入 す る
職 員 間 の 役












毎 日 来 て い て 常 勤 体 系 か て 言 わ れ た ら そ う じ ゃ な い の
で、どうしてもやっぱりかぶさって児童厚生員がフォロ
ーするって言うところは出てくるとは思います。（ A-6）    
   
2  
遊 び を 提
供 す る 職
員 体 制 づ
く り の 工
夫  
児 童 館 職 員
が 不 足 す る
な か で 社 会






るんですよいま。（ D-68）   
1  
職 員 体 制
に 影 響 を
受 け た 遊
びの提供  
職 員 体 制 に
影 響 し て 子
ど も た ち へ
の 遊 び を 限
ら れ た も の
に し て し ま
















協 力 者 と
児 童 館 と
の 思 惑 を
調整  
児 童 館 行 事
の 目 的 と 協
力 者 の 思 い































児 童 館 と
学 童 保 育
で 行 わ れ
る 支 援 の
違い  
児 童 館 と 学
童 保 育 の 支
援 の 違 い で















ゆー訳にはいかないし（α -10）  
・学童の畑から来た人たちからしたら意味がわからへん
ねんて、誰でも来てもいいっていうのは、継続してどの





以上アプローチできないんやから、（ α -10）   
4  
児 童 館 で
学 童 保 育
と 一 般 来
館 を 運 営
する課題  
学 童 保 育 と
一 般 来 館 を









































児 童 館 の
役 割 に 対
す る 認 識
の差  
関 係 者 に よ
っ て 異 な る
児 童 館 の 捉



























児 童 館 職
員 が 持 つ
児 童 館 支
援 に 対 す
る 認 識 の
差  
児 童 館 職 員
が 持 つ 遊 び
以 外 の 支 援





























保 護 者 支
援 と し て
の要望  
児 童 館 活 動
が 保 護 者 支
援 と 認 識 さ
れ た な か で

















































保 護 者 の
判 断 に よ
っ て 左 右
さ れ る 児
童館支援  
保 護 者 の 判
断 に よ っ て
継 続 し た 支
援 が 行 え な

















































権 限 の な
さ か ら く
る 児 童 館
の 範 疇 を
超 え た 支
援  
本 来 の 児 童
館 の 範 疇 を
超 え た 支 援
を 担 う 難 し
さ  
・これって行政的にしてるよねって。子どもとも話して、











































































（ 2）  カテゴリーごとの説明  































































































































































































































































































































































































第 2節  児童館における伴走型支援の可能性  
今日、地域にある多くの相談機関に訪れる利用者は、問題や課題を解決する
ことを主訴として抱えていることが多く、「『具体的な課題解決を目指すアプ
















































調査から見出された児童館支援を分類すると表 11のようになる。  
 
 
表 11 ソーシャルワークの機能・役割と児童館支援  
機能  役割  児童館支援において  
仲介機能  クライエン トと社 会資 源と
の仲介者（ ブロー カー ）と
しての役割  
関係機関の 紹介、 子ど もに
関する情報提供  
調停機能  クライエン トや家 族と 地域
社会の間で の意見 の食 い違
いや争いが 見られ ると き、
その調停者としての役割  
子ども同士 の関係 、親 子関
係、保護者 関係の 調整 、学
校との関係調整  
代弁機能  権利擁護や ニーズ を自 ら表
明できない クライ エン トの
代弁者（ア ドボケ ータ ー）
としての役割  
保護者が気 づかな い子 ども
の成長した姿の伝達  
同じ空間で 生じる 相反 する
ニーズの代弁  
虐待への対応  
連携機能  各種の公的 な社会 的サ ービ
スや多くの インフ ォー マル
な社会資源 の間を 結び つけ




処遇機能  施設内の利 用者に 対す る生
活全体の直 接的な 援助 、指
導、支援者としての役割  




治療機能  カウンセラ ーやセ ラピ スト
としての役割  
子育て相談・助言  
教育機能  クライエン トに情 報提 供を
し た り 、 新 た な ソ ー シ ャ




保護機能  子ども等の 保護者 とし ての 子どもの自発性を促す  
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役割  虐待からの保護  
組織機能  フォーマル 、イン フォ ーマ
ルな活動や 団体を 組織 する






個人や家族 へのサ ービ スの
継続性、適 切なサ ービ スの
提供などの ケース マネ ジャ
ーとしての役割  
他機関との連絡・調整  
支援者機能  対象者が自 ら目的 を達 成す
るための行 動をな しう るよ




管理機能  ある目的を もった 組織 にお
いてその目 的を達 成し てい
くたの方針 や計画 を示 し、
組織が適切 に機能 して いく
ための維持 ・調整 ・管 理の
役割などを担う  
児童館のマ ネジメ ント （人
材養成、職 員体制 の管 理、
業務の役割 分担、 記録 体制
の維持）  
社会変革機能  地域の偏見 ・差別 など の意
識、硬直化 した制 度な どの
変革を行う 社会改 良・ 環境
の改善を働きかける役割  
地域の子ど もをサ ポー トす
る支援体制の構築  
出典：鶴宏史『保育ソーシャルワーク論 -社会福祉専門職としてのアイデンティティ -』あ
いり出版 ,ｐ 74を一部改変。  
註 9：以下の論文を基に作成されている。  
日本社会福祉実践理論学会ソーシャルワーク研究会（ 1998）「ソーシャルワークの在
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